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あらまし 本稿では，報道記事や法令などの異種のデータベース群を対象とした統合的な参照および閲覧環境を実現

し，データベース間に散在する関連情報を動的に連結・参照するマルチデータベース環境の実現方式を示す．異種デー

タベース群をマルチデータベース環境に連結・統合を行うことにより，利用者は異種の情報源間に存在する関連情報

を動的に参照し，統合的な閲覧を行うことが可能となる．本方式の特徴は，利用者が閲覧する記事などのドキュメン

トの特徴を解析し，統合の対象する専門データベースを動的に選択する点にある．具体的には，本方式の特徴は，記

事などのドキュメント群を，その特徴によりジャンルごとにカテゴリに分ける．そして，記事に関連する企業情報や

法令のデータベース，書籍のデータベースなど，記事に関連するデータベースを動的に選択および接続し，記事の関

連情報としてそれらデータベースのコンテンツを選択し，記事に並置して提示することを実現する．
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Abstract In this paper, we present a multidatabase environment for browsing heterogeneous document databases by com-

puting inter-relationships among documents. By connecting and integrating heterogeneous databases in the multidatabase

environment, users can view inter-relationships among heterogeneous information sources, and browse integrated documents.

The feature of this method is to analyze features of documents, news articles for instance, and to dynamically select appropriate

databases according to requests by using the results of the document analysis. This method provides a capability to catego-

rize documents into genre according to the features of the documents, and to dynamically integrate heterogeneous document

databases, such as commercial, law and publication databases, by computing the inter-relationships with others for browsing.

By using this method, users can compute inter-relationships among heterogeneous document databases to dynamically select

valid databases.

1. は じ め に

ネットワークの広域化，メディアコンテンツの拡大は，利用

者の知識獲得における利便性を大きく向上させている．データ

ベースアクセスの増加は，利用者にとって新たな知識発見の機

会提供に大きく寄与し，その重要性は今後ますます増大してい

く．特に，専門データベース群として，法令関係情報，書籍情

報などのデータベース群は，専門家に限らず幅広いユーザが，

具体的な対象を扱う学習や知識発見の場として重要なものであ

り，学際的な情報探索統合活動をより活性化させるものになる．

ユーザがそれらのデータベース群を利用する場合，日頃身近

に触れている情報と専門的な情報源群には前提となる専門知識

において大きな格差があり困難を伴う。対象として扱う情報の

専門性が高い場合、対象となる専門分野の専門知識なしには獲



得した情報について理解することが難しく、効率が悪い。学問

の専門性の高い場合に専門的な用語を用いて情報を獲得するた

めには，それぞれの専門データベースから関連する単語により

検索しなければならない．この方法では，知識獲得が難しく，

また効率も悪い．

本稿では，報道記事などの一般的なドキュメントデータベー

ス群，および，法令，政治，経済等の専門的なドキュメントデー

タベース群を，マルチデータベース環境において統合し，また，

ローカルデータベース群のメタレベル (抽象層，上位層)におい

てドキュメント解析の手法を適用することで，それら異種のド

キュメントデータベース群を対象とした統合的な閲覧環境の実

現方式を示す．異種データベースをマルチデータベース環境に

連結・統合を行うことにより，利用者は異種の情報源間に存在

する関連情報を動的に参照し，統合的な閲覧を行うことが可能

となる．

本方式の特徴は，利用者が閲覧する記事などのドキュメント

の特徴を解析し，統合の対象とするデータベースを選択する点

にある．具体的には，本方式は，記事などのドキュメント群を，

その特徴によりジャンルごとにカテゴリに分ける．記事に関連

する企業情報や法令のデータベース，書籍のデータベースなど，

記事に関連するデータベースを動的に選択および接続し，記事

の関連情報としてそれらデータベースのコンテンツを選択し，

記事に並置して提示することを実現する．

本方式により，記事などに含まれる平易な言葉から関連する

複数の専門データベースにおける情報を獲得することが可能と

なり，高い専門性のあるデータベースを対象として，一般記事

などの専門知識を必要とすることなく知識として獲得できる

情報を用いて、専門性の高い情報を獲得する環境を実現する．

本方式は、新たな知識発見の機会をより多く提供し，利用者に

とって情報獲得活動をより活性化させるという視点を実現する

方式として位置付けることができる．

異種の複数情報源を統合するためには，各専門データベース

における情報群を特徴付ける必要がある．本方式では，異種の

複数情報源の統合的な閲覧環境を実現するために，次の３機能

を設定する．

(1) 各専門データベースにおけるデータ群を特徴付け特徴語

を抽出するための機能

(2) 検索統合の際にどの専門データベースにアクセスするか

を選別するために，ドキュメントデータベースと専門データ

ベースの関連性を計量する機能

(3) 学問の専門性に依存せずに情報を獲得するために，獲得

したデータベースを統合する機能

本稿では，記事などに含まれるドキュメントから複数の情報

源にアクセスし，獲得したデータを統合的に並置しデータを横

断的に獲得することにより，情報を獲得するための異種のデー

タベースを統合した閲覧環境を示し，記事に含まれるドキュメ

ントと，法令や書籍といった専門データベースを対象とした

データベース統合システムの実現について述べ，実験によりそ

の実現可能性を示す．

2. 本方式の概要

特定の専門分野を扱っているデータベースを連結し，統合的

な閲覧環境を実現する方式の機能群について示す．本方式は

ニュース記事などのドキュメントを参照する際において，特定

の専門分野を対象としているデータベースを対象として閲覧中

のドキュメントと関連の深い専門データベース中から自動的に

関連の深いコンテンツを検索し，連結して提示することによっ

て統合的な閲覧環境を実現する．(図１を参照 2.)

[機能 1:類似度計算に用いるデータベースコンテンツのメタ

データ抽出] 閲覧対象の記事などのドキュメントを専門データ

ベース群のコンテンツと関連づける際に用いるメタデータを抽

出する．メタデータ抽出機能は以下の式によって表される．

fconversion(Di ,N)→Mi (1)

Di :対象ドキュメント i

i:ドキュメント識別子，i = 1. . .n

Mi :メタデータ集合 i

N:ドキュメントの特徴付けに必要な名詞のみを抽出した特徴

語集合

複数のカテゴリと関連付けられた専門データベース群内の各

ドキュメントを形態素解析によって単語に分割する．特徴語集

合 N を用いて，ドキュメントの特徴付けに不要な助詞などの

単語を除き，出現頻度の上位の単語群をメタデータとして抜き

出す．

機能 2:和演算機能 本方式では，専門データベース群を分野ご

とに分類し，閲覧対象ドキュメントの性質に応じて，閲覧対象

ドキュメントと関連を持っているデータベース群のみを結合す

る．本機能はこのデータベース結合に相当する．

funion(Sin
1，Sin

2 )→ Sout (2)

Sin
1 :対象ドキュメント Di の集合

Sin
2 :対象ドキュメント Di の集合

Sout:結果ドキュメント集合

閲覧対象ドキュメントを，該当ドキュメントの情報源である

記事データベース上に配置し，ドキュメントをカテゴリに分類

する．記事データベースにある，「経済」「政治」といった各ジャ

ンルに含まれている記事群を専門データベースに関連する各カ

テゴリと関連付ける．その閲覧対象ドキュメントのカテゴリと

専門データベースのカテゴリ群間において一致検索し，一致す

る専門データベースのみをアクセスし結合を行う．統合の対象

するデータベースを閲覧対象ドキュメントの性質に応じて動的

に選択することで，不適切なデータの結合を抑制する．

機能 3:閲覧対象ドキュメントと専門分野データベースの統合

機能 (ドキュメントの類似度計算機能)

問い合わせとなる閲覧対象ドキュメントと，選定しアクセス

した専門データベース群内のデータとの類似度を計量し，類

似度の高いデータ間を統合して，利用者に提示する．本機能に
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図 1 本方式の概要

より閲覧対象ドキュメントに関連の強い専門情報を自動的に取

得可能な環境が実現される．本方式では，機能 1により生成

されたメタデータから閲覧対象ドキュメントデータベース内に

おける各ドキュメントを検索し，該当するドキュメントと検索

を行ったメタデータを持つ専門データベースのドキュメント群

を並置する．メタデータとドキュメントの類似度の計算は各ド

キュメントに含まれるメタデータの頻出度を利用し，以下の方

法により行われる．

f join(Sin
1，Sin

2，α)→ R (3)

α:結合条件．

R:ドキュメントの対，およびそれらの間の相関量の集合．

閲覧対象ドキュメント中に出現する単語群に，専門データベー

ス内のドキュメントが持つメタデータと一致する単語の数を用

いて類似度を計量する．結合条件についての詳細は３節で述

べる．

複数の異種の専門データベース群を統合し，統合的な情報を獲

得するために，本方式は，以上の 4機能を以下の手順で適用す

る．本方式では，マルチデータベースにおける異種データベー

ス群の統合方式 [1], [3], [5] を用いる．

Step-1 :各専門データベースのコンテンツのメタデータを抽出

Step-2 :問い合わせとなる一般ドキュメントのメタデータ生成

Step-3 :結合されるデータベース群の選択

Step-4 :一般ドキュメントと専門ドキュメント間との類似度

計算

3. 本方式の実現

本節では，本方式の実現の詳細について示す．

3. 1 相関量計量に用いる専門データベースコンテンツのメ

タデータ抽出機能

専門データベース群のコンテンツと閲覧対象ドキュメントと

する記事などのドキュメントを関連づける際に用いるメタデー

タを抽出する．

各データベースにおけるドキュメントを関連づけるために，

異種の専門データベースを統合するという前提に基づくメタ

データとして各専門データベース内において出現する単語を

その単語と出現頻度の組として生成する．これにより，各専門

データベースの特徴を表現するのに必要な単語群がメタデー

タ群として蓄積される．メタデータ変換方法は各項目に分類さ

れたデータを形態素解析して行われる．形態素解析には様々な

アルゴリズムおよび実装が存在するが，本方式においては形態

素解析器として茶筌 [8] を利用した．形態素解析によって得た

単語群は，メタデータとして用いる名詞のみを抽出する．各単

語の出現頻度の順に並べる．生成された特徴単語データを専門

データベース内におけるそれぞれのデータ群のメタデータとし

て登録する．

3. 2 MetaUnion機能の適用

本実現では，ORDBの有する和演算を用いる．WWW上の異

種のデータベースからの情報を実現するために，本方式ではマ

ルチデータベースシステムである ADMIS [1] を用いる．ADMIS

は，既存の WWW 上の情報資源から独立した，一段階抽象度

の高いメタレベルシステムである．ADMIS の特徴は，異種の

情報資源を統合するために，メタレベルシステム上にデータを

動的に写像し，それらの情報の結合条件の判定を動的に算出す

る点にある．本実現では各機能群を ADMIS のこの動的な写像

fconversion(Di ,N)，および，動的な結合条件 α として実装する．
記事データベース上に配置されたドキュメントを動的に獲得

するために，記事データベースが持つ特徴を利用して各ドキュ

メントデータをカテゴリに分類する．記事データベースにある

「経済」「政治」といった各ジャンルに含まれている記事群を専

門データベースに関連する各カテゴリと関連付け，専門データ

ベースのカテゴリ群間において一致検索し，法律などといった

一致する専門データベースのみをアクセスし，データを獲得

する．

3. 3 閲覧対象ドキュメントと専門分野データベースの統合

機能

各専門データベースと閲覧対象ドキュメントの間の類似度を

計算するために，本方式では以下の方法を適用する．ここでは，

２節で示した f join における結合条件 α の具体的実現として，
gdocおよび，gAuthの２関数を設定する．

(1) 専門語使用率による関数

専門データベース内におけるデータを対象としたドキュメント

データベース内に含まれる各ドキュメントの特徴を gdocにより

定義する．gdocにより出力される値をドキュメントデータベー

ス内における単語群の専門語使用率とする．

gdoc(Sn，Dm)→ L[n,m] (4)

Sn:専門データベース内における出現単語の中でドキュメント

データベース内における出現単語と一致する単語群

Dm:ドキュメントデータベース内における出現単語群

L[n,m]:ドキュメントデータベース内における単語群内に持つ

専門データベースと一致する単語の相関量

(2) 専門語含有率による関数

一般文書データベース内に含まれる各ドキュメントを対象とし



た専門データベース内におけるデータの相関量計算を，gAuthに

より定義する．gAuthにより出力される値を一般文書ドキュメン

トデータベース内における単語群専門語含有率とする．

gAuth(Sn，Dm)→ A[n,m] (5)

Sn:専門データベース内における出現単語群

Dm:ドキュメントデータベース内における出現単語群の中で

専門データベース内における出現単語と一致する単語群

A[n，m]:ドキュメントデータベース内における単語群内に持

つ専門データベースと一致する単語の相関量

4. 実 験

本節では，報道記事や法令などの異種のデータベース群を対

象とした統合的な参照および閲覧を実現する本方式を，実現可

能性の観点から評価する．

4. 1 実験の目的

実験の目的は以下の３項である．

(1) 異種のデータベース群の有する専門データベースおよび，

閲覧対象ドキュメントをマルチデータベース環境において結合

し，統合的閲覧環境を実現する．

(2) 本方式で用いたドキュメントデータベース内における単

語群の専門語使用率 (3.3節)による計算結果から，関数 gdocの

性能について評価する．

(3) 本方式で用いた閲覧対象ドキュメント内における単語群

の専門語含有率 (3.3節) による計算結果を関数 gAuthの性能に

ついて評価する．

4. 2 実験環境および実験手法

実験では閲覧対象ドキュメントとして WWW 上の Nikkei

NET [9]から得たドキュメント 10件を用いた．

専門データベースとしては，法令データ提供システムから獲

得した次の 3データベースを用いた。

• 公職選挙法データベース: 政治分野に対応するデータベー

スコンテンツ（10件）

• 少子化社会対策会議令データベース: 経済分野に対応す

るデータベースコンテンツ（10件）

• 介護保険法データベース: 医療分野に対応するデータベー

スコンテンツ（10件）

4. 3 実 験 結 果

3.1節で示した相関量計量に用いるデータベースコンテンツ

のメタデータ抽出機能の実現システムの実行結果を表 1に示す．

3.2節で示した MetaUnion機能の実現システムの実行結果を表

2に示す．3.3節で示した閲覧対象ドキュメントと専門分野デー

タベースの統合機能における gdocにより出力された専門語使用

率の実行結果を表 3に示す．同様に閲覧対象ドキュメントと専

門分野データベースの統合機能における gAuthにより出力され

た専門語含有率の実行結果を表 4に示す．

4. 4 考 察

第 1に，新聞記事を有する一般的なドキュメントデータベー

ス，および，法令に関する専門的なドキュメントデータベース

群を対象として，本方式の有する機能群を適用することで，こ

れらのデータベース群を動的に連結し，異種データベースがそ

れぞれ有する関連ドキュメントの対を閲覧可能であることを確

認した (表 3，表 4)．

本実験によりドキュメントデータベース内における単語群の

専門語使用率に出力される gdocの実現可能性を示した．表 3で

は，専門データベース中のドキュメントと，それに関連の深い

閲覧する記事ドキュメントの対が上位に検索されている．これ

は，法令などの専門データベースの有するドキュメント群が，

一般ドキュメントとの対比において，多数のメタデータを有す

るため，関連の高い一般ドキュメントの単語を内部的に有する

ことに起因する．

表 4では，閲覧する記事ドキュメントと，それに関連の高い

専門データベースの閲覧対象ドキュメントとの対が上位に検索

されなかった．これは，新聞記事のメタデータの語数が，専門

ドキュメントとの対比において，少数のメタデータを有し，ま

た，そのメタデータの語群における専門的単語の比率が低いこ

とに起因すると考えられる．

本実験で示した実験データを対象とした比較を行った結果，

式 4で示した専門語使用率が，専門語含有率に比べ，適切な結

果を示した．本実現により記事の特徴を反映して関連する専門

データベースの統合的な閲覧が可能になった．

以上の実験結果により，閲覧対象ドキュメント群および法令

などの異種のデータベース群をマルチデータベース環境におい

て結合する，統合的閲覧環境の実現可能性が示された．

5. ま と め

本稿では，複数の異種データベース群を対象として統合的に

参照および閲覧可能な環境の実現方式を示した．

本方式により，異種データベースをマルチデータベース環境

に連結・統合を行うことにより，利用者は異種の情報源間に存

在する関連情報を動的に参照し，統合的な閲覧を行うことが可

能となった．本方式により，あらかじめ対象ドキュメント群と，

結合されるデータベース間の関連度を計量し，参照するデータ

ベースを選択することにより，不適切なデータの結合を抑制す

ることが可能となった．

今後の課題として，本方式の定量的および解析的実験，大規

模データベースを対象とした実験，実際の利用環境における実

現が挙げられる．
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表 1 専門データベースから抽出されたメタデータの総数

法令タイトル 含有率

公職選挙法 61891

少子化社会対策会議令 974

介護保険法 23188

表 2 閲覧対象ドキュメントから抽出されたメタデータの総数

記事タイトル 含有率

学力向上路線を追認、学習指導要領を一部改訂 82

民主、初当選議員に国会ノウハウを集中指導 117

介護施設入所者、住居費負担へ 114

表 3 実験結果 1

(閲覧対象ドキュメントと専門分野データベースの統合機能における gdocにより出力され

た専門語使用率を用いた実行結果)

閲覧対象ドキュメント名→関連する記事ドキュメント名 専門語使用率

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→少子化社会対策会議令 0.039474

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→平成１４年度の経済見通し
と経済財政運営の基本的態度

0.025287

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→月例経済報告 0.017271

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→老人保健法施行規則第十八
条の規定に基づき厚生労働大臣が定める収入の額の算定方法

0.015748

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→消費者保護基本法 0.011352

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→北朝鮮当局によって拉致さ
れた被害者等の支援に関する法律に基づく国民年金の特例に関する省令

0.008475

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→平成十五年度における国民
年金法による年金の額等の改定の特例に関する法律

0.008372

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→平成十五年八月から平成十
六年七月までの月分の労働者災害補償保険法の規定による年金たる保険給付又は平

成十五年八月一日から平成十六年七月三十一日までの間に支給すべき事由が生じた

同法の規定による障害補償一時金等に係る給付基礎日額の算定に用いる厚生労働大

臣が定める率

0.008104

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→金融商品の販売等に関する
法律

0.00678

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→医師法 0.00594

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→インフルエンザに関する特
定感染症予防指針

0.005765

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→老人医療費の伸びを適正化
するための指針

0.00496

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→月例経済報告 0.004938

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→医業若しくは歯科医業又は
病院若しくは診療所に関して広告することができる事項

0.00484

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→感染症の予防及び感染症の
患者に対する医療に関する法律

0.004808

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→金融機能の早期健全化のた
めの緊急措置に関する法律

0.003259

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→証券会社に関する内閣府令 0.00155

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→介護保険法施行規則 0.001012

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→介護保険法 0.000662

道路民営化会社株の政府保有比率、３分の１以上に→公職選挙法 0.000297



表 4 実験結果 2

(閲覧対象ドキュメントと専門分野データベースの統合機能における gAuthにより出力され

た専門語含有率を用いた実行結果)

閲覧対象ドキュメント名→関連する法令名 専門語含有率

民主、初当選議員に国会ノウハウを集中指導→介護保険法 0.359649123

介護施設入所者、住居費負担へ→公職選挙法 0.280487805

民主、初当選議員に国会ノウハウを集中指導→公職選挙法 0.245614035

介護施設入所者、住居費負担へ→介護保険法 0.207317073

民主、初当選議員に国会ノウハウを集中指導→少子化社会対策会議令 0.122807018

介護施設入所者、住居費負担へ→少子化社会対策会議令 0.12195122
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